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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第67期

第２四半期連結
累計期間

第68期
第２四半期連結
累計期間

第67期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年９月30日

自平成27年４月１日
至平成27年９月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （千円） 8,798,408 9,682,239 20,994,267

経常利益 （千円） 106,654 297,827 1,167,026

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 40,104 151,972 690,789

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 124,167 151,910 963,338

純資産額 （千円） 9,690,756 10,575,673 10,530,071

総資産額 （千円） 18,154,524 19,752,798 19,673,205

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 7.79 29.52 134.19

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 52.6 52.7 52.7

営業活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 185,776 600,772 867,858

投資活動による

キャッシュ・フロー
（千円） △43,746 △235,500 △388,822

財務活動による

キャッシュ・フロー
（千円） 37,561 47,176 △287,083

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,990,966 4,415,776 4,003,327
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回次
第67期

第２四半期連結
会計期間

第68期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成26年７月１日
至平成26年９月30日

自平成27年７月１日
至平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 15.37 35.74

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

５．「１株当たり四半期（当期）純利益金額」の算定の基礎となる自己株式数については、日本マスタートラス

ト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する当社株式を含めております。なお、

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する自己株式数は以

下のとおりであります。

 
第67期

第２四半期連結
累計期間

第68期
第２四半期連結
累計期間

第67期

自己株式数 （株） 101,700 100,900 101,500

 

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

(1) 業績の状況

　当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用情勢に改善がみられ、景気は緩やかな回復基

調となりましたが、中国経済の減速懸念が強まるなど、先行き不透明な状況で推移いたしました。

　当社グループの事業に関連する建設業界は、企業収益の改善を背景に設備投資は緩やかに増加していますが、価

格競争や建設労働者不足による労務費の増加から、厳しい受注環境が続いております。

　このような経済環境下にありまして、当社グループは各事業の連携による受注拡大、原価管理の徹底による利益

確保に重点を置いた活動に努めてまいりました。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は96億82百万円（前年同四半期比10.0％増）となりました。

また、利益につきましては、売上高の増加により、営業利益は２億80百万円（同221.3％増）、経常利益は２億97

百万円（同179.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は１億51百万円（同278.9％増）となりました。

　なお、当社グループの工事事業における売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四

半期連結会計期間に完成する工事の割合が大きく、また、利益につきましても、第２四半期連結会計期間及び第４

四半期連結会計期間に偏重し、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。

 

　セグメントの業績は次のとおりであります。

　管工機材販売事業につきましては、売上高は48億58百万円（前年同四半期比7.7％増）となりましたが、営業損

失は60百万円（前年同四半期は営業損失98百万円）となりました。

　工事事業につきましては、新設工事の売上高が増加したことにより、売上高は45億71百万円（前年同四半期比

10.5％増）となり、売上高の増加と原価管理の強化等に努めた結果、営業利益は４億61百万円（同49.6％増）とな

りました。

　工事事業における完成工事高は45億13百万円（前年同四半期比10.9％増）となり、新設工事が22億75百万円（同

25.5％増）、既設工事が14億44百万円（同4.0％減）、保守工事が７億93百万円（同5.6％増）となりました。

　また、工事事業における受注工事高は81億99百万円（同4.2％増）となり、新設工事が42億62百万円（同13.9％

増）、既設工事が25億６百万円（同9.2％減）、保守工事が14億30百万円(同4.6％増）となりました。

　環境機器販売事業につきましては、売上高は２億52百万円（前年同四半期比68.2％増）となり、営業利益は１百

万円（前年同四半期は営業損失８百万円）となりました。
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(2) キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度と比べ４

億12百万円増加し、44億15百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況と、それらの要因は次のとおりであ

ります。

（営業活動におけるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は６億円（前年同四半期比223.4％増）となりました。収入の主な要因といたしま

しては、税金等調整前四半期純利益２億94百万円、売上債権の減少額11億77百万円、未成工事受入金の増加額２億

56百万円等であり、支出の主な要因といたしましては、たな卸資産の増加額７億３百万円、未払消費税等の減少額

１億３百万円及び法人税等の支払額３億96百万円等であります。

（投資活動におけるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は２億35百万円（前年同四半期比438.3％増）となりました。収入の主な要因とい

たしましては、定期預金の払戻による収入１億７百万円等であり、支出の主な要因といたしましては、定期預金の

預入による支出２億93百万円等であります。

（財務活動におけるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は47百万円（前年同四半期比25.6％増）となりました。収入の主な要因といたしま

しては、短期借入れによる収入10億92百万円等であり、支出の主な要因といたしましては、短期借入金の返済によ

る支出９億42百万円、配当金の支払額１億４百万円等であります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
(平成27年９月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成27年11月11日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,700,000 5,700,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 5,700,000 5,700,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
― 5,700,000 ― 599,400 ― 525,000

 

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

 6/22



（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本トラスティ・サービス信託銀行株

式会社（りそな銀行再信託分・ＪＦＥ

継手株式会社退職給付信託口）

東京都中央区晴海1－8－11 1,005 17.63

オーテック従業員持株会 東京都江東区東陽2－4－2 482 8.46

株式会社オーテック 東京都江東区東陽2－4－2 425 7.45

STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY
５０５２２４
（常任代理人 株式会社みずほ銀行決済
営業部）

P.O.BOX 351 BOSTON
MASSACHUSETTS 02101 U.S.A.
（東京都中央区月島4－16－13）

420 7.36

アズビル株式会社 東京都千代田区丸の内2－7－3 250 4.38

オーテック共栄会 東京都江東区東陽2－4－2 225 3.95

BBH FOR FIDELITY LOW-PRICED STOCK

FUND

（常任代理人 株式会社三菱東京ＵＦＪ

銀行）

245 SUMMER STREET BOSTON, MA
02210 U.S.A.
（東京都千代田区丸の内2－7－1）

137 2.41

株式会社みずほ銀行

（常任代理人 資産管理サービス信託銀

行株式会社）

東京都千代田区大手町1－5－5

（東京都中央区晴海1－8－12）

135 2.36

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内2－7－1 120 2.10

株式会社大和バルブ 東京都品川区大崎3－6－4 120 2.10

計 ― 3,320 58.26

（注）　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（りそな銀行再信託分・ＪＦＥ継手株式会社退職給付信託口）

は、ＪＦＥ継手株式会社が所有する持株数1,046千株のうち、1,005千株を株式会社りそな銀行へ委託した信託

財産であります。

信託契約上、議決権の行使については、ＪＦＥ継手株式会社が指図権を留保しております。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  425,100 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,274,700 52,747 同上

単元未満株式 普通株式      200 －
　１単元（100株）

　未満の株式

発行済株式総数 5,700,000 － －

総株主の議決権 － 52,747 －

（注）１．「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式21株が含まれております。

２．日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する当社株式100,900株

（議決権の数1,009個）につきましては、完全議決権株式（その他）に含めて表示しております。

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社

オーテック

東京都江東区東陽

二丁目４番２号
425,100 － 425,100 7.45

計 － 425,100 － 425,100 7.45

（注）日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有する当社株式100,900株は、

上記自己株式に含めておりません。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,877,556 5,472,783

受取手形及び売掛金 ※１ 6,666,891 ※１ 5,823,476

営業未収入金 1,368,156 1,034,359

有価証券 20,630 20,633

商品 508,840 541,618

未成工事支出金 1,525,668 2,193,253

原材料及び貯蔵品 41,412 44,150

繰延税金資産 157,374 156,635

その他 112,676 96,814

貸倒引当金 △16,150 △16,200

流動資産合計 15,263,057 15,367,524

固定資産   

有形固定資産 1,565,727 1,552,503

無形固定資産 178,854 152,706

投資その他の資産   

投資有価証券 1,724,595 1,725,601

退職給付に係る資産 217,386 220,568

その他 732,669 742,713

貸倒引当金 △9,086 △8,819

投資その他の資産合計 2,665,566 2,680,064

固定資産合計 4,410,147 4,385,274

資産合計 19,673,205 19,752,798
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,257,738 5,299,751

短期借入金 1,158,744 1,315,856

未払法人税等 408,236 120,968

未成工事受入金 811,149 1,068,036

賞与引当金 282,842 287,666

役員賞与引当金 40,800 18,500

完成工事補償引当金 9,340 8,360

工事損失引当金 － 14,200

株式給付引当金 － 47,310

その他 436,686 284,791

流動負債合計 8,405,537 8,465,441

固定負債   

長期借入金 66,454 97,278

繰延税金負債 201,223 218,777

再評価に係る繰延税金負債 120,120 119,748

株式給付引当金 32,041 －

役員退職慰労引当金 72,355 74,020

退職給付に係る負債 9,082 9,402

その他 236,320 192,457

固定負債合計 737,596 711,684

負債合計 9,143,133 9,177,125

純資産の部   

株主資本   

資本金 599,400 599,400

資本剰余金 553,984 553,984

利益剰余金 9,534,165 9,580,640

自己株式 △281,088 △280,657

株主資本合計 10,406,461 10,453,367

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 320,565 309,886

土地再評価差額金 △355,597 △355,225

退職給付に係る調整累計額 △9,086 △6,768

その他の包括利益累計額合計 △44,118 △52,106

非支配株主持分 167,728 174,412

純資産合計 10,530,071 10,575,673

負債純資産合計 19,673,205 19,752,798
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 ※２ 8,798,408 ※２ 9,682,239

売上原価 7,365,231 8,050,421

売上総利益 1,433,176 1,631,818

販売費及び一般管理費 ※１ 1,345,811 ※１ 1,351,140

営業利益 87,365 280,678

営業外収益   

受取配当金 11,984 14,979

受取賃貸料 9,462 12,417

持分法による投資利益 7,867 －

その他 10,161 10,705

営業外収益合計 39,475 38,101

営業外費用   

支払利息 10,267 10,297

不動産賃貸費用 7,994 4,966

持分法による投資損失 － 2,669

その他 1,924 3,018

営業外費用合計 20,186 20,952

経常利益 106,654 297,827

特別利益   

固定資産売却益 4,320 1,115

特別利益合計 4,320 1,115

特別損失   

固定資産売却損 4,918 －

固定資産除却損 90 1,689

会員権評価損 － 2,314

特別損失合計 5,008 4,003

税金等調整前四半期純利益 105,966 294,940

法人税、住民税及び事業税 53,597 108,126

法人税等調整額 7,321 26,752

法人税等合計 60,919 134,879

四半期純利益 45,046 160,060

非支配株主に帰属する四半期純利益 4,941 8,087

親会社株主に帰属する四半期純利益 40,104 151,972
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

四半期純利益 45,046 160,060

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 72,976 △16,546

土地再評価差額金 － 371

退職給付に係る調整額 4,690 2,318

持分法適用会社に対する持分相当額 1,454 5,706

その他の包括利益合計 79,120 △8,149

四半期包括利益 124,167 151,910

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 119,178 143,984

非支配株主に係る四半期包括利益 4,988 7,926
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 105,966 294,940

減価償却費 56,072 53,955

貸倒引当金の増減額（△は減少） △42 △216

賞与引当金の増減額（△は減少） 24,064 4,823

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △19,500 △22,300

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） △9,590 △980

工事損失引当金の増減額（△は減少） 6,800 14,200

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 1,545 1,665

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 7,000 577

株式給付引当金繰入額 16,800 15,700

受取利息及び受取配当金 △12,974 △16,354

支払利息 10,267 10,297

持分法による投資損益（△は益） △7,867 2,669

売上債権の増減額（△は増加） 2,192,969 1,177,344

たな卸資産の増減額（△は増加） △946,133 △703,883

仕入債務の増減額（△は減少） △1,035,668 42,013

未成工事受入金の増減額（△は減少） 323,636 256,887

未払消費税等の増減額（△は減少） △42,040 △103,678

その他の流動負債の増減額（△は減少） △59,074 △50,091

その他 △9,277 11,160

小計 602,953 988,731

利息及び配当金の受取額 14,250 17,880

利息の支払額 △9,656 △9,733

法人税等の支払額 △421,770 △396,106

営業活動によるキャッシュ・フロー 185,776 600,772

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △98,729 △293,129

定期預金の払戻による収入 72,914 107,388

その他 △17,930 △49,758

投資活動によるキャッシュ・フロー △43,746 △235,500

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 990,000 1,092,000

短期借入金の返済による支出 △787,000 △942,000

長期借入れによる収入 － 50,000

配当金の支払額 △120,328 △104,678

その他 △45,110 △48,145

財務活動によるキャッシュ・フロー 37,561 47,176

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 179,591 412,449

現金及び現金同等物の期首残高 3,811,374 4,003,327

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１ 3,990,966 ※１ 4,415,776
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社

の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用とし

て計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合について

は、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半

期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分

から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累

計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点か

ら将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（追加情報）

（従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引）

　(1) ＥＳＯＰ信託の概要

　当社は、平成26年２月７日開催の取締役会において、当社の中長期的な企業価値を高めることを目的

として、従業員インセンティブ・プラン「株式付与ＥＳＯＰ信託」の導入を決議しており、平成26年２

月25日付で自己株式102,000株について、「日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ

信託口・75646口）」に対して、第三者割当による自己株式の処分を実施しております。

　本制度は、平成26年５月26日に創業80年を迎えることを機に、当社従業員に対して自社の株式を給付

することで、従業員の帰属意識の醸成と経営参画意識を持たせ、長期的な業績向上や株価上昇に対する

意欲や士気の高揚を図るとともに、中長期的な企業価値向上を図ることを目的としたインセンティブ・

プランであります。

　本制度では、当社が当社従業員のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社株式の取得資金を

拠出することにより信託を設定し、当該信託は今後約１年にわたり株式交付規程に従い、信託期間中の従

業員の勤続年数に応じた当社株式を、在職時又は退職時に無償で従業員に交付します。当該信託により取

得する当社株式の取得資金は全額当社が拠出するため、従業員の負担はありません。

　(2) 信託に残存する自社の株式

　信託に残存する当社株式を信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により純資産の部に自

己株式として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、前連結会計年度72,877千円、

101,500株、当第２四半期連結会計期間72,446千円、100,900株であります。

　(3) 総額法の適用により計上された借入金の帳簿価額

　該当事項はありません。
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（四半期連結貸借対照表関係）

※１　受取手形裏書譲渡高

 
前連結会計年度

（平成27年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 240,946千円 141,999千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
　　至 平成27年９月30日）

従業員給与 454,069千円 441,847千円

賞与引当金繰入額 106,798 105,566

役員賞与引当金繰入額 18,000 18,500

退職給付費用 18,695 15,795

役員退職慰労引当金繰入額 1,545 1,665

貸倒引当金繰入額 620 △216

株式給付引当金繰入額 16,800 15,700

 

前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）及び当第２四半期連結累計期間

（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

※２　当社グループの売上高は、通常の営業形態として、第２四半期連結会計期間及び第４四半期連結会計期間

に完成する工事の割合が大きく、各四半期連結会計期間の業績には季節的変動があります。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年９月30日）

現金及び預金勘定 5,035,907千円 5,472,783千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,065,556 △1,077,630

マネー・マネージメント・ファンド 20,615 20,623

現金及び現金同等物 3,990,966 4,415,776

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月25日

定時株主総会
普通株式 121,322 23 平成26年３月31日 平成26年６月26日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有す

る当社株式（自己株式）に対する配当金2,346千円が含まれております。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年９月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年６月25日

定時株主総会
普通株式 105,497 20 平成27年３月31日 平成27年６月26日 利益剰余金

（注）「配当金の総額」には、日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯＰ信託口・75646口）が保有す

る当社株式（自己株式）に対する配当金2,030千円が含まれております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日 至　平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 4,513,031 4,135,134 150,242 8,798,408 － 8,798,408

セグメント間の内部
売上高又は振替高

1,338 57 2,960 4,355 △4,355 －

計 4,514,369 4,135,191 153,202 8,802,764 △4,355 8,798,408

セグメント損益 △98,940 308,595 △8,769 200,885 △113,520 87,365

（注）１．セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去△63千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△113,456千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社　オーテック(E00304)

四半期報告書

18/22



Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日 至　平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：千円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 
管工機材
販売事業

工事事業
環境機器
販売事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 4,858,498 4,571,064 252,676 9,682,239 － 9,682,239

セグメント間の内部
売上高又は振替高

504 1,257 182 1,944 △1,944 －

計 4,859,002 4,572,321 252,859 9,684,183 △1,944 9,682,239

セグメント損益 △60,528 461,504 1,652 402,628 △121,950 280,678

（注）１．セグメント損益の調整額は、セグメント間取引消去△30千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△121,920千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。

　２．セグメント損益は、四半期連結損益計算書の営業損益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

　重要な変動はありません。

（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 7円79銭 29円52銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
40,104 151,972

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益金額（千円）
40,104 151,972

普通株式の期中平均株式数（株） 5,147,828 5,148,662

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．株主資本において自己株式として計上されている日本マスタートラスト信託銀行株式会社（株式付与ＥＳＯ

Ｐ信託口・75646口）が保有する当社株式は、１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算

において控除する自己株式に含めております。

１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の期中平均株式数は前第２四半期連結累計期

間101,989株、当第２四半期連結累計期間101,155株であります。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成27年11月11日

株式会社オーテック

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 柳井　浩一　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 澤部　直彦　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社オー

テックの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から

平成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連結

財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社オーテック及び連結子会社の平成27年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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